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目的・・・この計画は、消防法第８条第１項に基づき、枚方市立船橋小学校における防災管理業務について必要な

事項を定めて、火災、地震、その他の災害の予防及び人命の安全並びに被害の防止を図ることを目的

とする。 

① 学校またはその付近に非常災害が発生した場合は、本校職員は、本規定に基づき沈着冷静、臨機応変の処置

をとる。非常時に職員が不在の時は、直ちに登校する。 

② 職員勤務時間外に校内または学校付近に大災の発生した場合は、施設管理人はまず下記の処置をとる。 

 １．消防署（１１９）、警察署（１１０）、学校長、教頭に急報する 

 ２．学校長の指示により、教育委員会、職員、ＰＴＡ会長に急報する。 

 ３．学校長または職員来校まで、責任を持って現場保持または防護に努める。 

 ４．重要物品の搬出及び保管について    ○重要文書・帳簿 ○公印 ○図書その他の備品 

③ 職員勤務時間中（児童在校中）に校内または学校付近に非常災害（火災・水害その他）が発生した場合は、 

直ちに非常放送により全校に連絡する。 

④避難方法は次のとおりとする。 

 １．学校長または職員は、出火場所、風向き、火力等を考慮して安全な場所を指示する。 

 ２．職員（校務員）は、直ちに各非常口の開放を確認する。 

 ３．学級担任は、学校長の指示に従って、児童を安全な場所へ引率し朝会の隊形に整列させ点呼をとる。 

 ４．担任以外の職員は、学校長の指示のもと非常勤務につく。 

 ５．避難に際しては、状況により、次のような処置をとる。 

   ・地区別に集合させて、集団下校させる。 

   ・学級担任が引率して、安全な場所に避難させ、保護者に確実に引き継ぐ。 

   ・必要に応じてＰＴＡ、地域諸団体、警察に連絡を取り、危険箇所の点検や立ち番、パトロール等を要請する。 

⑤避難場所は次のとおりとする。 

原則として、運動場の西側、プール前で朝会の隊形とする。 
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１．非常災害時の行動及び防災計画 



⑥防火対策 

 １．平常時の対策 

 （ア）火気、電気、ガス、薬品等の設備及び取扱いには、細心の注意をはらう。 

 （イ）防火責任者を設け、常に注意をはらう。 

 （ウ）各場所に防火資材を常置し、非常に備える。 

２．施設管理人の勤務 

 （ア）火気、電気、ガス、薬品等の設備及び取扱には、細心の注意をはらう。 

 （イ）校内巡視を定期的に行う。 

   ・午後５時・午後７時・午後９時 

  ※火災予防、盗難には十分注意すること。特に、巡回については各階各部屋を点検し、火気、電気、ガス等の安全

が保たれていることを確認する。 
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各場所の防火責任者 

校長室・・・・・校長 

放送室・・・・・ 

保健室・・・・・ 

女子更衣室・・・ 

図書室・・・・・ 

図工室・・・・・ 

給食調理場・・・ 

英語教室・児童会室・・・ 

クラブ室・・・・ 

教材室・・・・・ 

通級指導教室・・ 

 

校務員室・・・・・ 

管理員室・・・・・施設管理人 

音楽室・・・・・・ 

休養室・・・・・・ 

心の教室・・・・・教頭 

家庭科室・・・・・ 

農具倉庫・・・・・ 

西倉庫・・・・・・ 

コンピューター室・・・ 

3.4年更衣室・・・・ 

5.6年更衣室・・・・ 

職員室・・・・・教頭 

会議室・・・・・ 

男子更衣室・・・ 

理科室・・・・・ 

生活科室・・・・ 

作業室・・・・・ 

災害備蓄庫・・・教頭 

体育館・・・ 

体育・石灰倉庫・・・ 

校区集会室・・・教頭 

プール・・・・・ 

 

４．非常時の組織 

    総指揮              学校長 

    通 報               教頭   

    非常持ちだし            



    消 火               

    救 護                

    児童保護                                            

      １ 年                           

２ 年   

３ 年    

４ 年   

      ５ 年   

６ 年    

        配慮を要する児童の保護   

◎ 不審者対応（現場に向かう者） 

学校長、教頭、安全監視員 （                          ） 

⑦地震対策 

１．平常時指導 

①それぞれの場所での避難の仕方、避難経路の確認をする。 

②静かに、揺れが収まるのを待ち、落下物に気をつける。 

③近くに教職員がいないときは、自らの判断で身の安全を確保することに全力を尽くすことや、自分の安全を

確保した上で、周りに困っている人がいたら声をかけるなど、互いに協力して安全を確保するよう努めること

などを確認する。 

④「お」おさない、「は」はしらない、「し」しずかにする、「も」もどらない、「ち」ちかづかないの確認。 

⑤手元にあれば、帽子を着用し避難する。学習用具など頭を守れるものがある場合、それで頭を守りながら避

難する。 

⑥避難後の隊形の確認。 

⑦火災が伴う場合、ハンカチで鼻と口を覆い、姿勢を低くして運動場へ出る。 

⑧大規模災害が発生すると、地域・自宅・保護者の様子がわからないため、児童だけでは安全に下校できない

ことや保護者に引き渡しとなることを周知しておく。「待つ」時間が長いが、児童全員の安全のため静かに待

つことが必要であると指導する。 

２．避難までの流れ 

 ①担任の指導のもとに、学習用具はそのままにして、机の下に避難する。 

（身体の不自由な児童や配慮を要する児童に注意する） 

    ②担任は出口を確保し、電気、エアコン、ストーブを消す。（理科室や家庭科室など、火を使用している場合、た

だちに火を消し、ガスの元栓を閉める。） 

③担任の指導のもとに、帽子を着用し所定の避難経路を通って避難する。 

見回り担当も、各自確認に向かう。（残っている子どもがいないか、学校施設の破損、火災の発生等はないか

等を見て回る）。 



④運動場では、棟ごとの隊形（図参照）で、プールの方を向いて並ぶ。 

（２列バディー） 

    ⑤担任は人員を点呼し、学校長に異常の有無を報告する。 

    ⑥児童は次の指示を聞く。 

 

３．引き渡し 

※震度５弱以上の場合は保護者へ引き渡しする。 

職員 児童 保護者 

・正門を開け、保護者の誘導 

 

・引き取り開始（児童の確認が取れ

次第） 

・担任は災害用児童引渡しカードを

もとに保護者を確認する。（候補

者欄にチェックを入れる。） 

・引き取り終了 

・運動場に集合（学年ごと） 

 

 

・担任に呼ばれた児童は、保

護者の元へ行く。 

・お迎えがない場合は待機。 

 

・各クラスの列ごとに並ぶ。 

（体育館の場合は、各学年の入り

口前に並ぶ。） 

・各クラス担任に氏名を伝え、児童

を引き取る。 

兄弟がいる家庭は、上の学年を

先に迎えに行き、その後、下の学

年を迎えに行く。 

  ※各担任は「災害用引渡しカード」に記入している、候補者にのみ引き渡す。(どの候補者でも可) 

  →カードの候補者でない場合は保護者に電話し、その人に渡して良いか確認する。 

４．震度５弱以上の地震が発生したときの対応 

 

 ①登校前・・・臨時休業 

         ・前日の下校以降、登校までに発生した場合は当日を臨時休校とする。 

         ・土・日・祝日及びその前日に発生した場合は、休業日明けを原則臨時休業とする。 

    ②登校中・・・児童は危険な場所を避け、安全な場所（公園・近くの学校の校庭等）へ一時的に避難。 

         揺れがおさまった後、原則として登校。 

③在校時・・・地震は身を守る行動をとり、揺れがおさまったら余震に備えて校庭へ避難。 

        児童の確認・保護。 

        安否情報及び、下校について保護者に連絡。 

        保護者への引渡し。以降、臨時休校。 

④下校中・・・児童は危険な場所を避け、安全な場所（公園・近くの学校の校庭等）へ一時的に避難。 

        揺れがおさまった後、原則として自宅へ。 

 

 

プール 

先頭 

 6  4   2  1   3   5 

     

 

 



⑧風水害対策 

  風水害発生の状況により、学校長の指示のもと、登校停止、集団下校等適切な処置をとる。 

  具体的対応は以下の通り。 

 

1、特別警報発表時の対応 

   １、午前 7時の時点で、枚方市に発表されている場合 

       → 臨時休校 

   ２、在校中に発表 

       → 学校待機 状況により教育委員会と連携して対応 

 

２、暴風警報・暴風雪警報・洪水警報発表時の対応 

１．午前７時の時点で、枚方市もしくは東部大阪あるいは大阪府に上記いずれかの警報が発表されている 

場合登校を見合わせ、自宅待機する。 

      ２．午前 ９時の時点で、解除された場合 → 集団登校 第２校時より授業 

      ３．午前１０時の時点で、解除された場合 → 集団登校 第３校時より授業 

４．午前１０時の時点で、引き続き警報が発表されている場合→臨時休業 

５．登校後に警報が発表された場合→集団下校 状況により学校待機 

※上記のいずれかの対応をとった場合、コミュニティー会長・各自治会長・ＰＴＡ会長等に学校長より連絡する。 

 

⑨Ｊアラートによるミサイル発射情報に対するガイドライン 

 ※本ガイドラインは大阪府教育庁が作成のガイドラインをもとに、次の２つについて変更しています。 

  ①市立学校園を対象とします。 

②枚方市の位置関係を考慮し、対象範囲として「枚方市を中心とした一定距離圏内（訳 30ｋｍ）」を含ませています。 

 

１、あらかじめ教職員間で確認・情報共有する事項 

  （１） 児童の避難方法や安全確保の方策 

       下記「２、Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の対応」を参考に適切な指示ができるように 

しておく。 

  （２） 児童の安否確認方法 

       自然災害時の対応等を準用するなどして検討しておく。 

２、Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の対応 

    ※ 児童には、必要以上に不安にさせることがないよう、十分配慮しながら、下記の事項について周知を図るな

ど、実態に応じた安全指導を行うこと。 

    （１） 速やかな非難行動と情報収集 

       ○ 落ち着いて、直ちに次の行動をとる。 



        屋外にいる場合 ⇒できる限り近くの建物（できれば頑丈な建物）や地下街や地下駅舎などの 地下施

設） 

に避難する 

        建物がない場合 ⇒物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。 

        屋内にいる場合 ⇒窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。 

 

 

 

 

 

○正確かつ迅速な情報収集 

          Ｊアラートの続報、テレビ、ラジオ、インターネット等から情報収集する。 

          行政からの指示があれば、それに従って落ち着いて行動する。 

 

  （２） 登下校時の留意事項 

    ○ミサイルが上空通過、枚方市を中心とした一定距離圏外（約 30ｋｍ）または、大阪府域外に落下した場

合 

          ⇒Ｊアラートの続報などでミサイルが上空を通過したことや海上等に落下したことの確認が取れた場合

は、 

原則として登下校を再開する。 

○ミサイルが枚方市を中心とした一定距離圏内（約 30ｋｍ）または大阪府域内に落下した場合 

  ⇒Ｊアラートの続報、テレビ、ラジオ、インターネット等から情報収集し、安全を確保できるように落ち着い

て 

行動する。 

○ミサイルの落下物を発見した場合 

  ⇒決して近寄らず、警察・消防に連絡する。 

 

３、Ｊアラートによるミサイル発射情報が発信された場合の枚方市立学校の対応 

 （１）Ｊアラートが発信されたとき 

ミサイルが発射され、日本の領土・領海の上空を通過、又は領土・領海に落下する可能性がある場合 

在校・在園時 
校園舎内等への避難や建物内では窓から離れるなど、適切な指示のもと、 

児童の安全確保に努める 

登校・登園前 自宅待機 

《近くにミサイルが落下した場合》 

 ○屋外にいる場合： 口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ密閉性の高い屋内または風上へ 

避難する。 

 ○屋内にいる場合： 換気扇を止め、窓を閉め、隙間をテープで埋める等、室内を密閉する。 



登下校時 
学校に登校した、又は下校していない児童を 

校舎内等へ避難誘導し、安全確保に努める 

校外活動時 引率教員等は、児童を近くの建物や地下などへ速やかに避難誘導 

 

（２）状況別の臨時休業の取扱い等 

状     況   

パ タ ー ン 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

領土・ 

領海外に

落下 

日本の上

空を通過 

領土・領海

に落下 

（Ｄを除く） 

枚方市を中心とした一定距離圏内（約 30ｋｍ） 

または大阪府域に落下 

臨時休業の 

取扱い 
原則として臨時休業は行わない 臨時休業 

在校・在園時 教育活動を再開 

① 原則として児童を学校で保護 

② 引き続き情報収集に努める 

③ 安否情報を保護者へ連絡する 

登下校時 

（登校時） 

 登校後、教育活動再開 

（下校時） 

 安全確認後、下校させる 

○始業の繰り下げ等の対応をとっ

た場合は、児童生徒支援室まで報

告すること 

○学校に登校した、又は下校していない児童に

ついては、在校時に準じた対応を行う 

校外活動時 安全確認後、校外活動を再開 

① 児童を安全な場所で保護 

② 引率教員等は、自校に現状報告を行うととも

に、引き続き情報収集に努める 

③ 安否情報を保護者へ連絡する 

 

⑩避難の心得 

  １．「おさない、走らない、静かに、戻らない、近づかない」の原則を守って行動する。 

  ２．足元、特に階段に気をつける。 

    ※火災発生時には、窓を閉める。 

    ※地震発生時には、出入り口は開放しておく。 

      まず、机の下に避難し、揺れがおさまってから外に避難する。 

  ３．避難場所に着いたら、素早く整列し、人員を点呼して指揮者に報告する。 



２．けがや急病の対応 

 

○ 職員の役割 
 
 ・第１発見者・・・状況を的確に判断し学級担任、養護教諭、管理職に連絡する。 

子どもから連絡があった場合も同様とする。 
 
 ・学級担任・・・・場合に応じて家庭、養護教諭、管理職に連絡する。 
 
 ・養護教諭・・・・応急手当をする。 
              学級担任、家庭、管理職に連絡する。 
              必要に応じて、医療機関への受診の手配をする。 
  

 ・管理職・・・・・必要に応じて、救急車を要請する。 
             教育委員会をはじめ、関係機関（関係者）に連絡する。 
             状況に応じて、医療機関へ搬送する。 
 
 
① 家庭への連絡 

  ・けが（病気）の様子を簡潔に報告する。保護者に誤解を招かないように、言葉遣いに注意する。 
  ・受診が必要な場合、保護者に連絡をし、原則学校近くの医療機関へ搬送する。可能な限り、保護者の 
同席を依頼し、健康保険証等の持参をお願いする。 

  ・加害者と被害者がいる場合は、双方の保護者に連絡し、状況を詳しく説明できるように情報の収集と 
整理をする。 

 
② 医療機関への連絡 
 ・学校名をはっきり告げる。 

  ・事故やけがの状態の概要、児童の性別・年齢を伝え、受診できるかどうか（保護者が来られない場合 
はその旨も伝えて）確認する。 

 

○ 搬送の場合 
 
 ・タクシー、救急車を利用する。 
 ・健康管理個人票のコピーを持参する。 
 ・タクシーを利用する場合はタクシーチケットを持参する。タクシーチケットはタクシー代を記入し、半券は 
持って帰る。（校外学習の時などは、領収書をもらっておく。） 

 ・救急車は、管理職が要請するが、不在の場合はこの限りでない。 
 ・大きいけが（生命に危険がある場合など）の場合は、職員と一緒に校長もしくは教頭が付き添う。 

 
施設・設備の安全確保について 
  
・日常の安全点検を心掛け、事故を未然に防ぐようにつとめる。 

 ・人権生活指導部の学校安全担当を中心に月 1回全職員で安全点検を実施する。 
 ・破損の状況がある場合は、速やかに担当（管理職）に連絡する。安全点検を実施する。 
 ・校内で対処できるものについては、校務員に依頼するほか、教育委員会とも連絡をとって対処する。 
 
 

 



 

 

 

 

 

３．不審者等への対応 
 

  児童在校時はもとより、登下校時の安全確保も視野に入れて以下の取り組みを進める。 
 
 ○門の施錠 

門は常に施錠し、不審者の侵入を防ぐ。 

 

 ○来校者の確認 

    職員は、来校者への声かけを励行し、不審者と判断した場合は、防犯ブザーもしくはホイッスルを鳴ら

すとともに、児童の安全を確認した上で他の職員、職員室へすぐに連絡する。 

 
○児童の誘導 
    連絡を受けた学校長は状況を判断し、必要な場合は 

① 教室待機 
② 避難誘導 
③ 避難 後、担任は人員を点呼し、学校長に以上の有無を報告する。 
④保護者出迎え等の安全な下校措置の対応をとる。 

 

枚方市立船橋小学校事故発生時緊急対応マニュアル

事故発生

校長・教頭

応急手当

担任・職員室

帰宅・帰校

医療機関

119番通報（救急）

０７２－８５２－９８００

（枚方・寝屋川消防司令室）

医療機関に連絡
※医療機関一覧は職員室前席にファイル有

り

タクシーの手配
・第一交通 072-867-4000

・トンボタクシー 072-844-0818

保護者へ連絡
・事故発生の報告

・医療機関の選択

・児童への付き添い依頼

・教育委員会

・学校医

・保健所

その場にいる職員

養護教諭

連絡
連絡

連絡

連絡

必要に

応じて

連絡

連絡

・健康管理個人票のコピー

・タクシーチケット

・携帯電話・財布等の貴重品

医療機関搬送時の持ち物

・診断が下りた時点で学校に連絡する

・受診料は保護者が支払う。

（原則立替はしない。）



 ○関係機関への連絡 
    校長（教頭）は状況に応じて、①教育委員会②警察③消防④ＰＴＡ⑤近隣の各学校・幼稚園・保育所
へ連絡する。 

 
 
 ○施設面での対処 
    ・児童が登校した後は、校門（正門、南門）を閉鎖しておく。 
    ・来校者には、職員室に来てもらうよう掲示物で知らせる。 
    ・来校者に対しては、インターフォンで対応し不審な場合は複数で対応する。 
    ・来校者用のネームプレートを監視ボックスに用意し、着用してもらう。 
    ・避難経路については常に確認し、障害がないか点検する。 
    ・職員は常に名札を着用するとともに、非常ブザーもしくはホイッスルを携帯する。 
  
○保護者、地域への要請 
    不審者についてはメール配信等を活用し保護者に積極的に情報を流すとともに、児童の安全確保に
ついて関係団体に対しても通学路を含む校区内の安全点検及び、緊急避難時の安全確認や校区パ
トロールなど協力を要請する。 

 
緊急連絡先 
      学校８６８－１２５１     枚方警察８４５－１２３４      救急１１９ 

近隣小中学校       ＰＴＡ会長       校区コミュニティー会長 
    子ども会会長      ふなっこサポート隊      防犯会長      交通対策協議会会長 

 
 ○緊急時の役割分担 
 
  総指揮・・・校長 
  総務（緊急連絡、放送等）・・・教頭、 （必要に応じて担外） 
  隔離・説得・防御・・・校長、教頭 〈安全監視員〉 
  児童の保護及び避難誘導・・・各担任 
  ※ 授業及び有休補助等の教員で避難誘導をする 
   ［配慮を要する児童・・・・支援学級担任］ 
  ※ 支援学級在籍児童がどこで授業を受けているのか絶えず把握しておく 

    救護班・・・・・        ※ 必要に応じて調理場職員も参加する 

 



 

避難経路 ●消火器　△消火栓

トイレ
備蓄

倉庫

３F
● ●△ ●

トイレ
家庭科

準備室

図工

準備室

２F
●

●△

●

音楽

準備室
教材室

理科

準備室

トイレ 更衣室 更衣室

●

●△

●

１F
運動場へ

● △ ● △ ●

トイレ

● △ ● △ ●

トイレ

● △ ● △ ●

トイレ

運動場へ

● △ ● △ ●

トイレ

● △ ● △ ●

トイレ

● △ ● △ ●

トイレ

運動場へ

なかよし６
１F

英語教室

児童会室

２F
４年更衣室 ４－１ ４－２ ４－３ なかよし８

６－３

なかよし７

南

棟

３F
６年更衣室 ６－１ ６－２

放課後開放 ２－１ ２－２

５－３

なかよし１

なかよし５

２F
３年更衣室 ３－１ ３－２ ３－３ なかよし４

１F
なかよし３ １－１ １－２ なかよし２

中

棟

３F
５年更衣室 ５－１ ５－２

会議室 図書室 校務員室

管

理

棟

西倉庫 クラブ室 パソコン室

PTA 家庭科室 図工室

音楽室 理科室

保健室 放送室 校長室 職員室

作業室

校区集会室 生活科室 心の相談室 机椅子保管庫 通級教室



４．学校安全管理マニュアル 
 

１ 基本方針 

(1) 本校児童の身体・生命の安全を第１に考え，校舎内外における安全管理に万全を期する。 

(2) 緊急時の手順・情報伝達体制，役割分担等，具体的に機能する組織の充実を図る。 

(3) 関係機関との連携を密にし，防犯情報等の共有に努め，緊急時における支援協力体制を整える。 

(4) 緊急事態が起こった場合、関係諸機関と連携し、児童の心のケアに努める。 

 

２ 日常における安全確保対策 

(1) 校門等の管理 

 ・登校時のみ、南門を開ける。登下校時以外は校門を閉めておく 

(2) 空き教室の施錠 

 ・使用していない教室等は必ず施錠し、児童だけの使用は認めない。 

(3) 来校者の確認 

 ・正門のインターフォンで来校者と用件を確認する。 

 ・確認後、解錠する。 

 ・来校者の出入口は職員玄関のみとする。その際、受付名簿への記名と名札の着用を依頼する。ただし， 

給食関係業者はこの限りではない。 

 ・来校者へのあいさつ・声かけをする。 

 ・事前に来校者の予定があるときは，全職員に周知させておく。 

 

来校者への応対要領 

  ①インターフォンで氏名・来校目的等を確認 

  ②正門の解錠 

  ③受付名簿への記名と名札の着用の依頼 

  ④その他 

   職員は名札を必ずつける。 

   一般業者・諸団体等は校長・教頭の判断を仰ぐ。 

   児童面会については特に留意し、直接教室には案内しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 校内巡視体制 

 

 
巡視時間 担当 実施方法等 備 考 

 

始

業

前 

 

 

 

 

8時05分～ 

8時30分 

 

 

 

当番 

（正・南門） 

管理職 

 

 

正門、南門で挨拶指導をかね

て安全面への目配り 

グランド等の巡視 

 

 

 

 

 

 

授

業

中 

 

 随時 

 

 

授業のない教員 

管理職 

校務員 

 

１階⇔２階⇔３階 

体育館裏、グランド等 

校門付近 

 

１階教室・トイレを重点的に巡

視する 

 

 

休 

憩

時 

 

 

20分休み 

 

 

担任 

担外 

 

教室棟の各フロアに１名の職員

を配置 

 

校舎内外の子どもの様子、周

辺への目配り 

 

 

 

 

昼休み 

 

全職員 

管理職 
 

 

放

課

後 

 

 

 

 

  ～15時45分 

 

 

 

 

各担任 

 

 

 

 

 

児童が教室から出たことを確

認する 

正門での交通安全に配慮する 

 

 

 

教室の施錠は担任で行う 

 

 

 

 

  ※基本的に午後１５時４５分までには下校させる。下校時刻が変更になるときは、保護者に連絡する。 

  ※放課後、学習等で一部児童の下校時刻が異なる場合は、その児童が正門から出たこと、または、留守家庭児童会へ

行ったことを確認する。 

 

(5) 校外学習時における安全確保 

 ・事前の計画と現地の安全を確認する。 

 ・緊急時の連絡方法を明確にする。 

・校外学習の指導に当たって次の事項を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全確保ができるか 

 学習のねらいが達成できるか 

 緊急時の連絡体制は整っているか 

 関係機関への連絡・依頼等は完了しているか 

 しおり等に安全についての記載があるか 

安全監視員については、児童登校中は南門を中心に、児童登校後は正門横で来校者対応 

安全監視員については、児童下校中は正門で安全管理 



 (6) 学校へ凶器等を持った者が侵入した場合の対応 

 

不審者侵入 

  

１ 発見、避難の指示、防御 

  

 不審者周辺の児童の避難 

 近くの職員への協力要請                         【通報方法】 

 職員室への通報                                  ・大声で知らせる 

                                                  ・防犯ベル 

                                                ・火災報知器 

                                                ・非常カード 

２ 通報、校内放送 

 

                  

    

                     

       

                                                                

 

  

                      

 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭 医療機関への連絡、警察・市教委への報告、（報道機関への対応） 

担任・担外 避難誘導、安全確保、（保護者への連絡、家庭訪問） 

養護教諭・(担外) 応急処置、医療機関への医院への連絡、（救急車への同乗） 

事務職員・校務員 電話対応、各種連絡 

 ※ 他の職員も必要に応じて、児童の安全確保・応急処置に参加する。 

  ※ 安全確保ができれば、全校児童を運動場に集める。 

 （7）避難訓練について 

   ５月  防災訓練（風水害）集団下校 

   ５月  防災訓練（地震）・引渡し訓練 

   ６月  防犯訓練（不審者） 

９月  防災訓練（大阪８８０万人訓練） 

   １月  防災訓練（火災）・職員防災訓練（非常ベル・防火扉） 

教職員 児 童 

枚方警察  

110・ 845 -1234 

教育委員会  

050 -7105 -8047~8 

全職員による対応（基本） 

 不審者対応職員はさすまたを持ち現場へ

直行し、不審者に対峙するが、児童の安全を

優先し、無理はしないこと（児童の避難先に

行くことを阻止する） 

 児童保護職員は児童の保護と安全確保と

応急処置にあたる 

校長・教頭 

（職員室） 

□□を持った☆☆が校舎内に乱入しまし

た。（被害の実態）出動願います。 

【さすまた設置場所】 

校長室、職員室、校務員室 

各教室棟廊下 

※児童の安全確保を第一に 



５．児童虐待防止マニュアル 

                                                       

虐待の定義 

① 身体的虐待 殴る・ける、熱湯をかける等、子どもの身体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行

を加えること。 

② 性的虐待 子どもへの性交、性器や性交を見せる等、子どもにわいせつな行為をさせること。 

③ ネグレクト 乳幼児を家においたままたびたび外出する、病気になっても病院に連れて行かない等、

保護者としての監督を著しく怠ること。 

④ 心理的虐待 子どもを無視する、子どもの心を傷つける言動、他の兄弟と著しく差別的な扱いをする

等、子どもに著しい心理的外傷を与える言動を発すること。 

 

早期発見と通告の義務 

 虐待が発生する原因として、育児不安や生活のイライラ、孤立感、家庭が抱える問題、就労や経済的問題、保護者

や子どもの健康問題、地域の子育ての力の低下などが複合的、連鎖的に作用している。このような状況を受け止め

ることが早期発見の原点となる。 

【児童虐待の防止等に関する法律 第５条】 

・ 学校、児童福祉施設、病院その他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学校の教職員、児童福祉施設の

職員、医師、保健師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者は、児童虐待を発見しやすい立場にある

ことを自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければならない。 

【児童福祉法 第２５条】 

・ 要保護児童を発見した者は、これを福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して福祉事務所若しく

は児童相談所に通告しなければならない。ただし、罪を犯した満十四歳以上の児童については、この限りではな

い。この場合においては、これを家庭裁判所に通告しなければならない。 

 

 

主な関係機関 ・相談機関  

機関名（関係機関）  電  話  番  号  備     考  

まるっとこどもセンター  

「 となとな」  
０５０－７１０２－３２２１  

大阪府中央子ども家庭センター  ０７２－８２８－０１６１  

枚方市保健所  ０７２－８４５－３１５１  

枚方市立保健センター ０７２－８４０－７２２１  

枚方市教育委員会 

支援教育課 
０５０－７１０５－８０４８  

枚方市教育委員会 

子ども未来部 子ども青少年政策課 
０７２－８４１－１３７５  



市立ひらかた病院 ０７２－８４７－２８２１  

大阪府立精神医療センター ０７２－８４７－３２６１  

枚方警察署 ０７２－８４５－１２３４  

枚方寝屋川消防組合 ０７２―８５２－９９０３  

大阪府子ども家庭センター 

子ども悩み相談フリーダイヤル 

 

０１２０－７２８５－２５ 

 

子どもからの様々な悩み相談やS

OS（子ども専用・24時間対応） 

虐待通報専用電話 

(大阪府中央子ども家庭センター内) 
１８９  

児童虐待防止協会 

子どもの虐待ホットライン 

０６－６６４６－００８８ 

 

児童虐待に関するあらゆる相談  

11:00～16:00（月～金） 

大阪府警察 

チャイルドレスキュー110番 

０１２０－００－７５２４ 

（有料０６－６９４３－７０７６） 
365日（24時間対応） 

大阪府こころの健康相談統一ダイヤル 
０６－６６０７－８８１４ 

０５７０－０６４－５５６ 

精神保健全般に関する相談 

月火木金 9:30～17:00 

（祝日、年末年始除く） 

 

◎学校における早期発見のための観察ポイント 

 ■体に現れるサイン 

□ 不自然なあざや骨折、外傷や人から受けたと思われるやけどが見られる。 

  □ 自傷（自分で自分を傷つける）行為や自傷行為のあとが見られる。 

  □ 汚れた服をいつまでも着ていたり、また、体がいつまでも汚れている。 

□ 体重の極端な増減等、これまでなかったような身体の変化が見られる。 

   ■行動に現れるサイン 

□ 家出や徘徊等を繰り返す。 

□ 万引き等の問題行動を繰り返す。 

□ 不登校・理由のはっきりしない遅刻や欠席が目立つ。 

□ 叱られている時に話がきちんと聞けなかったり、まるで他人事のような態度を取る。 

□ 大人の神経を逆なでするような言動をわざととることが多い。 

□ 教職員の顔色を極端に伺ったりする。 

  □ 些細なことですぐ激怒したり、乱暴な行動を繰り返す。 

□ 以前に比べ、落ち着きが無く、すぐにわかるような嘘をついたりする。 

□ 極端に協調性がなく、周囲から孤立している。 

□ 給食をがつがつ食べるなど、食べ物への強い執着がある。 

□ 性的なことに極端に興味を持ったり極端に嫌う。 

□ 絵画や作文などに性的関心・接触を暗示させるようなものが見られる。 



□ 自分の殻に閉じこもる。 

■保護者の様子 

□ 対人関係が敵対的でよくトラブルを起こしている。 

□ 親族、近隣との付き合いがなく、孤立している。 

□ 夫婦仲が悪いなど家族関係について不安がある。 

□ 親に養育不安や困難がある。 

□ 行事への不参加等、非協力的あるいは批判的態度。 

□ 決められた時間に迎えに来ないで、連絡がつかないことがよくある。 

□ 教師との面談を拒む。 

□ 大きな声でおこる等、威圧的であったり、罵声や暴力行為がある。 

□ 子どもに無関心、態度が冷たい、拒否的である。 

□ 子どもを置いたまましょっちゅう外出をしている。 

□ 育児についての常識がない、育児の知識が偏っている。 

□ 兄弟姉妹の間に養育の差がある。 

□ 病気やアルコール・薬物依存がある。 

□ 子どものことでよくイライラしており、精神的に不安定・感情を自制できない。 

□ 育てにくさをよく訴えている。 

□ 子どもがなつかないという。 

□ 家族が子育てに協力してくれないと愚痴をよくこぼす。 

□ 被害者意識が強い。 

  □ 子どものケガについて聞いても、あいまい、矛盾があったり、不自然な答えが返ってくる。 

□ 子どものケガや病気の程度に比べて、医療的処置が遅い、受診させない。 

□ 体罰の価値を信じている。 

□ 子どものマイナスの面ばかり口に出す。 

□ 生活のリズムが乱れていたり、家の中が乱雑、不衛生である。 

参考：『枚方市児童虐待防止マニュアル』                                  

枚方市児童虐待問題連絡会 発行 



●対応の流れ 

 

 

   

虐待の可能性？ 

虐待対応担当

者 

情報収集 

＊確認（具体的内容、時期） 

＊聞き取り 

（子ども、場合によっては親） 

＊経過、家族状況 

＊出席状況 

＊発育状況 

＊チェック項目への記入 

＊主任児童委員 

＊民生委員 

＊児童委員 

＊関係機関 

校長・教頭 

虐待対応委員会・職員会議での協議 

記録の作成 

●中央子ども家庭センター 

 

●子どもの育ち見守り室 

教育支援室 

 

児童生徒支援課 

経過観察 

相談・報告 

連携 

指導 

相談 

相談・報告 

相談・通告 



６．水泳指導マニュアル 

                                                                            

１．プール開設（使用時期）前に整備しておくこと 

 （1）プール管理体制 

 

 

 

２．プール開設（使用時期）前の点検チェックシートを用いて施設の点検・整備を行う。 

開設（使用時期）前の点検表   
                                校長印（      ）                                                                                    

 １ 緊急対応マニュアルは整備されているか。  

 ２ 施設設備の構造や配置、緊急時の対応について周知したか。  

 ３ プールサイドのコンクリート・タイルなどの破損は無いか。  

 ４ まわりの柵や扉等の破損は無いか。  

 ５ 

 

排水口には、堅固な金網や鉄蓋等十分な吸い込み防止策が取られ、排水口の蓋等ボル

ト・ネジ等で堅固に固定されているか。 

 

 

 ６ 吸い込み防止金具は、ボルト・ネジ等で堅固に固定されているか。  

 ７ 

 

排水口の金網や鉄蓋及び吸い込み防止金具を固定しているボルト・ネジ等 

に、錆び腐食・変形・欠落等はないか。 

 

 

 ８ 浄化装置・薬品注入装置等が正常に作動するか。  

 ９ 更衣室は安全に整備されているか。  

１０ シャワー、洗眼設備等は良好に整備されているか。  

１１ トイレは衛生的に管理されているか。  

１２ 緊急時に使用する用具が適切に整備されているか。  

１３ 緊急時の連絡システムが整備されているか。  

１４ 日常点検のチェックリストは用意してあるか。  

１５ プール本体・付属設備等よく清掃されているか。  

１６ 児童生徒に危害を及ぼす異物等が放置されていないか。  

 【記入にあたって】 

    異常なし○   異常あり A（自分で修理）B（校内で修理） C（修理依頼） 

 

学校薬剤師・保健主事 

養護教諭・体育指導部・各学年 

各学年 

校長 

各学年 

教頭・体育指導部 

教頭・体育指導部 

保健主事・養護教諭・各学年 

日直 
休業中の監視 

水質検査 

水泳指導 

浄化装置運転 

プール給排水 

プール施設安全 

保健管理 

校長・教頭・保健主事 

養護教諭・体育指導部 

プール管理責任者 

学校医 
学校薬剤師 

プール管理委員 



   

日常の点検チェックリスト       点検日     月     日             校長印(         ) 
 
 

  
【記入にあたって】 
  異常なし ○ 
  異常あり A（自分で修理） 

B (校内で修理） 
          C（修理依頼） 
 

 【安全点検の方法】 
   目視 目で見て確認 
   打音 木槌やハンマーで叩いて確認 
   振動 揺すってみてぐらつき等を確認 
   負荷 ぶら下がる、押す等負荷を加えて 

確認 
   作動 スムーズに動くか、作動させて 

確認 
   試薬 水質等、薬品を使用して確認 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 

  
周りの柵は破損していないか。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 

 
 出入り口、更衣室に損傷がなく使用以外は施錠されているか。 
 

 

 
３ 

  
コンクリート・タイル等の破損はないか。 

 

 

 
４ 
 

  
プールサイドに破損はないか。 

 

 
 

 
５ 

 
 プール水槽に危険物や異物が混入していないか。 
 

 

 
６ 

  
プール内に危険物や異物が混入していないか。 

 

 

 
７ 

 
 排（環）水口は固定されているか。 
 

 

 
８ 

  
薬品の保管場所は施錠されているか。 

 

 

 
９ 

  
シャワー・洗顔用蛇口等の設備は破損していないか。 

 

 

 
１０ 

  
機械室は、必要以外施錠されているか。 

 

 

 
１１ 

 
 浄化装置等は、正常に作動しているか。 
 

 

 
１２ 

  
非常用連絡機器は正常に作動するか。 

 

 

                                                 
 

 

 

 

 

 

 



＜緊急対応マニュアル チャート図＞ 
 

 
  事故発生 
  児童の生命を最優先した最善の対処をする。 
      ・近くの職員に連絡 

・職員室に連絡（専用ケータイ電話） 
      ・他の児童への指示 
      ・管理職への連絡 
  
 ＊排（環）水口の異常・吸い込み事故 
        ・浄化装置等の停止 
       ・排（環）水口に近づかないように指示 
         するとともに速やかに全員プールから上がるように

指示すること。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 救急車到着までの応急処置 
      ・外傷等の応急手当 
      ・心肺蘇生（AED使用） 
      ・保温 
    

 

 
 

                                                 

 

 

 

 

                      
     

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     校長・教頭 
 
     事実確認・内容把握 
             ・１１９番通報 
       ・経過の記録 
       ・児童への指示 
       ・全職員への行動指示 
       ・保護者への連絡 
 

 
 １１９番通報 
 
      船橋小学校の・・・・です。 
      ・・・・が発生しました。 
      至急対応お願いいたします。 

 

 

教育委員会への第一報 

  船橋小学校です。・・・の事故が発生しました。

消防署へ連絡し、緊急対応をしています。指

示と応援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．熱中症予防の行動について 

  黒球付き暑さ指数計を使い、屋外の日の当たる場所で WBGT 値を測定し、以下の指標に従って行動する。 

 

日常生活に関する指針 

暑さ指数 

（WBGT） 

注意すべき 

生活活動の目安 
注意事項 

危険 

（31 以上） すべての生活活動で 

おこる危険性 

高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。 

外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。 

厳重警戒 

（28～31） 
外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。 

警戒 

（25～28） 

中等度以上の生活 

活動でおこる危険性 

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休息を取り

入れる。 

注意 

（25 未満） 

強い生活活動で 

おこる危険性 

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時には発生

する危険性がある。 

日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針 Ver.4」（2022）より改編 ※3 

 

運動に関する指針 

気温 

（参考） 

暑さ指数 

（WBGT） 
熱中症予防運動指針 

35℃以上 31 以上 運動は原則中止 
特別の場合以外は運動を中止する。 

特に子どもの場合には中止すべき。 

31～35℃ 28～31 
厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走など

体温が上昇しやすい運動は避ける。 

10～20 分おきに休憩をとり水分・塩分の補給を行う。 

暑さに弱い人※は運動を軽減または中止。 

28～31℃ 25～28 
警戒 

（積極的に休憩） 

熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり適宜、水

分・塩分を補給する。 

激しい運動では、30 分おきくらいに休憩をとる。 

24～28℃ 21～25 
注意 

（積極的に水分補給） 

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極

的に水分・塩分を補給する。 

24℃未満 21 未満 
ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の補給

は必要である。 

市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生する

ので注意。 

※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など 

（公財）日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（2019）より 

 


